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Simple Correction Method for Simplified Scintillation Survey Meter





















































































































































































































ａ　0.228±0.008μ Sv/h ｂ　0.162±0.006μ Sv/h
































































示している。シンチレーション検出器の short term 
stability は、主に光電子増倍管の電子軌道の問題と
考えられており6)、シンチレータ自体の特性ではない
と考えられる。また、測定器番号①～③は、ほぼ同様
の使用状況、保管状況であり、使用者は環境測定に熟
練した数名に限定され、線量率特性の変化は通電時間
とも無関係であり、製造年月日との相関も認められな
い。
　これらのことから、製造初期においては製造元のコ
ントロールが効いているものの、使用することにより
シンチレータ以外の構成部の変化により、補正係数の
線量率特性は個別の変化を示したものと判断した。
　最後に、一定の空間線量率における補正係数の変化
図６　特異な補正係数を示した測定器（④との比較）
図７　0.1μSv/h における補正係数（内挿値）の変化
　　　ａ（上図）　製造：2011年５月（①，②），
　　　　　　　　　　　　　　 ７月（③）
　　　ｂ（下図）　製造：2011年12月（⑥～⑨），
　　　　　　　　　　　 2012年３月（④，⑤）
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を検討するため、0.1μ Sv/h における補正係数を内
挿法により算出した（図７―ａ，ｂ）。④～⑨の測定
器においては、概ね補正係数が小さくなり、0.90～0.94
程度であった。①～③では、必ずしも一様ではないが、
概ね増加し、0.97程度であった。しかし、傾向を論じ
られるほどにデータ量は多くないため今後の継続的測
定が必要と考える。
Ⅴ．結　　　　　論
　簡易型シンチレーションサーベイメータにより空間
線量率を測定しようとする際には、簡易補正であれ線
量場の測定であれ、確度の高いの測定値を得るために
は、20回以上（あるいは３分以上）の測定が必要と考
えられる。
　また、簡易型シンチレーションサーベイメータには
線量率依存性があり、使用範囲の空間線量率における
数点で補正係数を求めておくことが必要である。
　更に、簡易型シンチレーションサーベイメータの場
合、補正係数の経時的変化が必ずしも一定の傾向を持
つとは言えず、正しく測定するために定期的な校正及
び補正が必要であることが確認された。
　本研究が簡易型シンチレーションサーベイメータの
正しい利用に役立てば幸甚である。
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